
　　9月29日（火）、第２弾、宮津コースの仲間13名が出発しました！この日の天気は快晴！旅行日和でした。車に
　揺られること約1時間半、目的地マ・ルートに到着しました。
　　マ・ルートは、社会福祉法人みねやま福祉会が運営する複合型施設です。ここでは、世代や疾患、障害の壁を
　超えて、児童、高齢者、障害者が生活されています。マ・ルートでは、施設見学とカフェでランチを頂きました。

　 9月の誕生者は、この４名☆　自治会役員が中心とな
り、仲間紹介やプレゼント等、誕生会が進んでいきます。
　誕生者には、好きなアーティストのＤＶＤや文房具、カー
テン、タオルのプレゼントが手渡されました。両手を挙げた
り、プレゼントをじっと見つめたり、喜ぶ表情も様々でした。

　　　　 　　　　　展望台から股のぞきで眺めると、天へかかる橋のように見え 　　仲間の言語レベルに合わせて、グループを再編成、
　　　　る絶景として、日本三景の一つにもなっている天橋立。 　テーマを決めて、言葉の学習スタートです。自己表現

　　『古事記』には、神の命が、天から通うためにかけた橋であるという日本神話として記されています。 　を豊かにする事を目標にするグループ、社会のルール
　　腹ごしらえを終えた仲間たちはケーブルカーに乗り込み、展望台のある傘松公園へ向かいます。車内から眺 　や知識を学ぶ事をテーマとするグループ等、さまざまで
　める景色も、とても綺麗です。頂上からはどんな絶景が見られるのか、楽しみな様子の仲間たち。頂上に着くと、 　す。学習会では、積極的に学ぶ仲間の姿がありました。
　展望台からの景色を楽しんだり、股のぞきを体験したり、お土産を選んだり、それぞれ充実した時間を楽しむこと
　ができました。帰寮後には、『景色がきれいだった！』と、口をそろえて話されていました。

　　栗の木寮の仲間　坂東　明様　(享年81歳)が、10月5日(月)に永眠されました。ここに、
　謹んでお知らせ申し上げますとともに、故人のご冥福をお祈りいたします。
　
　　開所以来、栗の木寮の中心的存在であった坂東さんとのお別れは、仲間にとって、
　職員にとって、とても悲しい出来事でした。最期のお別れは、栗の木寮で行いました。
　　退職された職員も、たくさん来て下さり、坂東さんの人柄を感じました。
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